
添田町福岡県

鳥獣被害対策の現状と取組み



福岡県南東部に位置し大分県と県境
132Ｋ㎡（84%森林、586㌶耕地）

基幹作物

・水稲
・野菜
・果樹
・花卉など

添田町の概要
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添田町の自然と歴史

耶馬日田英彦山国定公園英彦山（標高1,200ｍ）

古来より山岳信仰による修験道で栄えた山
日本三大修験場のひとつ
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添田町の史跡・名勝

英彦山神宮奉幣殿
（国指定重要文化財）

銅の鳥居
（国指定重要文化財）
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農業被害の現状

水稲の食害及び収穫前の
踏み倒し

農業後継者の都心への流
出による過疎化や、高齢
化による山間部の被害対
策の限界

特定猟具（銃猟）禁止区
域での野菜被害

人家の庭・公園などの人
の生活圏内への出没

山間部におけるイノシシの踏み倒し
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鳥獣被害カレンダー
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有害駆除従事者の推移

24 23 27 24 26
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35
35 32

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度

銃猟 わな猟
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イノシシ捕獲の推移（有害駆除）
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銃猟 わな猟
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シカ捕獲の推移（有害駆除）
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銃猟 わな猟
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実施隊結成への道

H19：添田町有害鳥獣対策協議会設立
若手農家を中心としたわな免許の取得

平成２０年２月に施行された鳥獣被害特措法に
より設置の検討

被害防止計画の策定

H20・6月：添田町有害鳥獣対策協議会
検討委員会にて実施隊設置検討

7月：隊員の人選

8月：実施隊の設置
（町職員 5名・民間 5名)

9月：町長より委嘱状の交付

とにかくやっ
てみろ！！
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実施隊員の人選

役場職員

１２名

農 家

３名

わな猟師

２名

・各課職員対象
・町内各地域から選抜

・生産者で被害対策組合を設立
・若手後継者６名がわな免許を習得

・わな猟のベテラン
・捕獲から解体までに精通

11



三本柱で取り組む被害防止対策

１．添 田 町
・有害鳥獣駆除員への助成、捕獲機材整備

２．鳥獣被害対策実施隊

・特別措置法に基づき１７名任命（Ｈ２０）

３．有害鳥獣対策協議会

・担い手の育成、技術継承(Ｈ１９～)

ハード面で
のサポート

実動部隊

ソフト面で
のサポート

12



実施隊員（役場職員）

担当課を中心に平均年齢３７才（設置当時）
総務課・住民課・保健福祉環境課・建設課
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実施隊の活動（1）
1.被害相談及び現地調査
住民からの被害相談の連絡を受けて、当日対
応を心がけ、現地調査を行う

被害品目・獣種の特定や侵入箇所の確認

被害の拡大を防ぐとともに、生産者
の感情を和らげる

山間部や林道周辺の休耕田や耕作放棄地での
掘り起こしや、獣道の動きを観察し、隊員内で
の情報の共有
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実施隊の活動（2）
2.侵入防止対策及び周辺環境整備指導
効果的な防護柵の設置方法についての指導

適切な指導を行うことで、自己防衛の意識が
向上する

周辺環境を改善しないとノリ網などの簡易の
防止柵では再度被害に遭う確率が高いことを周
知する。

3.わなによる捕獲
捕獲はあくまでも最終手段

すぐに捕獲が出来ない場合でも、
わなの設置により加害獣が警戒
し、寄り付かなくなるなどの追い
払い効果も期待できる。
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実施隊の活動（3）
4.実施隊の独自の活動

実施隊内において、ベテラン猟師か
ら指導を受け、効果的なわな設置の
講習会を開催し、実施隊員の技術向
上を図る。

実施隊による情報の共有化を図
るため、定期的な勉強会を実施
する。この勉強会により、被害
獣の傾向などを情報交換し、次
回の出動時に対応する。
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実施隊設置による効果

実施隊設置前の流れ

実施隊設置後の流れ

農家等 添田町 猟友会

実施隊が
被害調査

添田町農家等

被害報告

実施隊に連絡

駆除を依頼

被害報告

主に週末
の対応

即日
対応

実施隊設置により見えたこと
・猟友会に依存した被害対策 ・活動時間の制約
・間違いだらけの被害防止対策 ・猟友会への負担増
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被害対策における今後の課題

高齢化等による耕作放棄地の整備及び、緩衝帯整
備の推進

猟友会中心の捕獲体制から、農林家の自衛による
捕獲の推進

捕獲専門員を配置し、迅速かつ効果的な捕獲を行
うことで、適正な個体数を確保する

次世代の狩猟後継者を育成し、中・長期的な被害
対策を講じる。

「被害＝捕獲」の施策から、「防護」・「棲み分
け」など、農林家自身の意識改革の啓蒙
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